
白いソファ
ちいちゃんの



ちいちゃんの家には、白いソファがあります。
ちいちゃんは小さいころから、このソファが大すきです。

ねこのタマもこのソファがお気に入りで、
いつもおひるねにつかっています。



この白いソファはとてもふしぎです。ソファにすわっていると、
まるで雲につつまれたようなきもちになるのです。

ちいちゃんもタマも、いつも雲につつまれているような
ゆめをみています。



この白いソファはお母さんがむかしからつかっていた
ものなので、ずいぶんよごれていました。

お母さんが、つぶやきました。
「そろそろこのソファ、あたらしくかわないとダメね」



お父さんはこんどのにちようび、あたらしいソファを
かいにいこう、と言いました。

ちいちゃんは、もうはんたいです。
「わたしはぜったい、いや。このソファがすきなの」



「この白いソファにすわると、お母さんや雲にだかれている
ようで、とてもきもちがいんだよ」

ちいちゃんは、ソファからはなれません。どんなすてきな
ソファよりも、このソファがいちばんなのです。



ちいちゃんがねてから、お父さん、お母さん、タマが
そうだんしました。

もうすぐ、ちいちゃんのたんじょう日なので、ちいちゃんの
ために、みんなでいっしょうけんめい考えました。



つぎの日、お父さんがはしごを空にむかって
たてかけました。

そして、タマはそのはしごをのぼりだしました。
ちいちゃんはびっくりしながら、見ていました。



タマは空にむかってはしごをのぼり、雲の上につきました。
雲の上はふわふわしていて、とてもいいきもちです。

この雲のふわふわしたかんじは、家にある白いソファと
まったく同じだと思いました。



タマは雲を少しだけちぎりました。そして、
雲をくわえたまま、はしごをおりて家にかえりました。

お父さんは、タマのもってきた雲を家の白いソファの上に
しずかにしきました。



白いソファにおかれた雲は、やがてきえていきましたが、
よごれたソファは、きれいによみがえっていました。

ちいちゃんはソファを見てびっくりしていました。
「わー、ソファがきれいになった！」



ソファは、前とまったく同じすわりごこちでした。
次の日のたんじょう日、お母さんがケーキをやいてくれました。

あたらしくなった白いソファにすわって、ケーキを食べる
ちいちゃんは、さいこうのたんじょう日をむかえました。
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